
年間授業計画　新様式

高等学校 令和5年度（全学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組： 全 学年 全 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

テスト・ノート
○ ○ 1

後
期

定期考査
後期中間考査

テスト・ノート ○ ○ 1

G 単元
物質の変化
酸･塩基とその反応
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
成分元素の確認
原子の成り立ち(1)
原子の成り立ち(2)
同位体とその利用
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
課題・授業態度
【思考・判断・表現】
課題・授業態度
【主体的に学習に取り組む態度】
課題・授業態度

○ ○ ○ 8

H 単元
物質の構成
物質と化学結合
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
共有結合(1)
共有結合(2)
分子の構造と極性
分子からできる物質(1)
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
課題・授業態度
【思考・判断・表現】
課題・授業態度
【主体的に学習に取り組む態度】
課題・授業態度

○ ○ ○ 8

定期考査
学年末考査

高校生として十分な理科の知識と技能を身に付ける

化学を学ぶにあたっての学びに向かう力、人間
性を身に付ける

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

物質・化学変化に対する知識・技能を身に付け
る

物質・化学変化に対する思考力、判断力、表現
力を身に付ける

新編化学基礎・東京書籍

理科

高校生として十分な理科的思考力、判断力、表現力を身に付ける

高校生として十分な理科の学びに向かう力、人間性を身に付ける

化学基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 8

理科 化学基礎

（全組：武田　勉）

理科 化学基礎 2

○ 8

B 単元
物質の構成
物質とその構成要素
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
原子の電子配置(1)
原子の電子配置(2)
元素の周期律と周期表(1)
元素の周期律と周期表(2)
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
課題・授業態度
【思考・判断・表現】
課題・授業態度
【主体的に学習に取り組む態度】
課題・授業態度

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

C 単元
物質の構成
物質とその構成要素
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

○

配当
時数

F 単元
物質の変化
酸･塩基とその反応
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
酸と塩基
酸・塩基の強弱と水素イオン濃度
水素イオン指数ｐH
中和と塩(1)
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
課題・授業態度
【思考・判断・表現】
課題・授業態度
【主体的に学習に取り組む態度】
課題・授業態度

○ ○ ○ 10

○

○

8

定期考査
前期中間考査

テスト・ノート ○

8

1

D 単元
物質の構成
物質とその構成要素
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

○ 8

E 単元
物質の構成
物質と化学結合
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
イオン(1)
イオン(2)
イオンからできる物質(1)
イオンからできる物質(2)
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
課題・授業態度
【思考・判断・表現】
課題・授業態度
【主体的に学習に取り組む態度】
課題・授業態度

○ ○

・指導事項
成分元素の確認
原子の成り立ち(1)
原子の成り立ち(2)
同位体とその利用
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
課題・授業態度
【思考・判断・表現】
課題・授業態度
【主体的に学習に取り組む態度】
課題・授業態度

○ ○

定期考査
前期期末考査

テスト・ノート
○ ○

・指導事項
物質の成分と分離(1)
物質の成分と分離(2)
化合物・単体と構成要素(1)
化合物・単体と構成要素(2)
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
課題・授業態度
【思考・判断・表現】
課題・授業態度
【主体的に学習に取り組む態度】
課題・授業態度

前
期

A 単元
化学と人間生活
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
人間生活の中の化学(1)
人間生活の中の化学(2)
化学とその役割(1)
化学とその役割(2)
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
課題・授業態度
【思考・判断・表現】
課題・授業態度
【主体的に学習に取り組む態度】
課題・授業態度

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（全学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組： 全 学年 全 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

高校生として十分な理科の知識と技能を身に付ける

（　組：　　　　） （　組：　　　　）

生物を学ぶにあたっての学びに向かう力、人間
性を身に付ける

【学びに向かう力、人間性等】

理科 生物基礎

（全組：武田　勉） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

生物基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

生物・生態系に対する知識・技能を身に付ける 生物・生態系に対する思考力、判断力、表現力
を身に付ける

新編生物基礎・東京書籍

理科

高校生として十分な理科的思考力、判断力、表現力を身に付ける

高校生として十分な理科の学びに向かう力、人間性を身に付ける

生物基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 8

8

配当
時数

前
期

A 単元
生物の特徴
生物の多様性と共通性
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
生物の多様性
生物の共通性
細胞構造の共通性と多様性(1)
細胞構造の共通性と多様性(2)
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
課題・授業態度
【思考・判断・表現】
課題・授業態度
【主体的に学習に取り組む態度】
課題・授業態度

○ ○ ○ 8

B 単元
生物の特徴
細胞とエネルギー
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

C 単元
遺伝子とそのはたらき
遺伝子とDNA
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

○

D 単元
遺伝子とその働き
遺伝子の働き
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
遺伝子の発現(1)
遺伝子の発現(2)
生体内のタンパク質(1)
生体内のタンパク質(2)
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
課題・授業態度
【思考・判断・表現】
課題・授業態度
【主体的に学習に取り組む態度】
課題・授業態度

○ ○ ○

○

8

定期考査
前期中間考査

テスト・ノート ○

8

F 単元
体内環境と恒常性
体内環境を維持するしくみ
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
体内環境の調節のしくみ
自律神経系の働き
ホルモンによる体内環境の維持(1)
ホルモンによる体内環境の維持(2)
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
課題・授業態度
【思考・判断・表現】
課題・授業態度
【主体的に学習に取り組む態度】
課題・授業態度

○ ○ ○ 10

1

○ ○ 8

定期考査
学年末考査

E 単元
体内環境と恒常性
生物の体内環境
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
体液とその働き(1)
体液とその働き(2)
体液と循環(1)
肝臓と腎臓
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
課題・授業態度
【思考・判断・表現】
課題・授業態度
【主体的に学習に取り組む態度】
課題・授業態度

○ ○

・指導事項
遺伝子・染色体・DNA(1)
遺伝子・染色体・DNA(2)
DNAの構造(1)
DNAの構造(2)
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
課題・授業態度
【思考・判断・表現】
課題・授業態度
【主体的に学習に取り組む態度】
課題・授業態度

○ ○

定期考査
前期期末考査

テスト・ノート
○ ○

・指導事項
代謝とエネルギー(1)
代謝とエネルギー(2)
代謝とエネルギー(3)
代謝とエネルギー(4)
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
課題・授業態度
【思考・判断・表現】
課題・授業態度
【主体的に学習に取り組む態度】
課題・授業態度

○

テスト・ノート
○ ○ 1

後
期

定期考査
後期中間考査

テスト・ノート ○ ○ 1

G 単元
体内環境と恒常性
生体防御
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
生体防御
体液性免疫(1)
体液性免疫(2)
細胞性免疫
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
課題・授業態度
【思考・判断・表現】
課題・授業態度
【主体的に学習に取り組む態度】
課題・授業態度

○ ○ ○ 8

H 単元
植生の多様性と分布
植生と遷移
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
植物と環境(1)
植物と環境(2)
さまざまな植生
植生の遷移(1)
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
課題・授業態度
【思考・判断・表現】
課題・授業態度
【主体的に学習に取り組む態度】
課題・授業態度

○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度　教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 学年

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】 自然の事物・現象の中に問題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行い，科学的に探究する力を身に付けている。

【学びに向かう力、人間性等】 自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を身に付けている。

科目 の目標：

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けている。 自然の事物・現象の中に問題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行い，科学的に探究する力を身に付けている。 自
然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を身に付けている。

地学的な事物・現象に関心や探究心をもち，意欲的にそれらを探究するとともに，科学的態度
を身に付けている。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

観察，実験などを通して地学的な事物・現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を身
に付けている。
地学的な事物・現象に関する観察，実験の技能を習得するとともに，それらを科学的に探究する方法
を身に付けている。

地学的な事物・現象の中に問題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行うとともに，事象
を実証的，論理的に考えたり，分析的・総合的に考察したりして，問題を解決し，事実にもとづい
て科学的に判断したことを，言語活動を通じて表現する。

高等学校地学基礎(第一学習社)

理科

地学基礎

○ ○ ○ 8

6

配当
時数

前

期

・地球の形と大きさについて，関連する歴史や，エラトステネスの測定法
による地球の大きさの求め方を学習する。
・地球の形や大きさについて学習する。
・地球の層構造を学習し，表面と内部の性質の違いを理解する。
・地殻や核を構成する物質の違いについて学習する。
・プレートの分布と運動について学習する。
・プレートの境界の特徴について学習する。
・断層の形式と褶曲について学習する。
・変成作用と変成岩について学習する。
・大地形の形成とプレートテクトニクスについて学習する。

理科 地学基礎
理科 地学基礎 2

第１章　地球のすがた
第１節　地球の概観
1.地球の形と大きさ
2.地球の形の特徴と大きさ
3.地球の内部構造
4.地球内部の動き
第２節　プレートの運動
1.プレートの分布と運動
2.プレートの境界
3.地殻の変動と地質構造
4.変成作用
5.大地形の形成

・地球の形と大きさについて，関連する歴史や，エラトステネスの測定法による地球の大きさの求め方を学習す
る。
(1) エラトステネスによる測定をもとに，計算によって地球の大きさを求めることができる。
(2) 地球の形と大きさの測定の歴史について意欲的に学習しようとしている。
・地球の形や大きさについて学習する。
(1) 地球楕円体，緯度1°あたりの経線の長さの測量について理解し，知識を身に付けている。
(2) 地形図を利用した実習を通して，地球の形について考察することができる。
(3) 地球の形や大きさについて意欲的に学習しようとしている。
・地球の層構造を学習し，表面と内部の性質の違いを理解する。
(1) 地球の層構造(地殻・マントル・外核・内核)と，各層の特徴を理解し，知識を身に付けている。
(2) 地球を構成する元素を示すグラフを判読し，地球内部の構成物質の違いについて考察することができる。
(3) 岩石と鉄の密度の比較を通して，地球内部の各層の密度の違いについて考察することができる。
(4) 地球内部の層構造や各層を構成する物質の違いに関心をもち，地球内部のなりたちを意欲的に探究しようとし
ている。
・地殻や核を構成する物質の違いについて学習する。
(1) 地球内部の構成物質の違いによる区分とかたさによる区分の違い，プルームについて理解し，知識を身に付け
ている。
(2) 地球内部の動きに関心をもち，意欲的に学習しようとしている。
・プレートの分布と運動について学習する。
(1) プレートの分布や種類，プレートの動き，大陸移動説について理解し，知識を身につけている。
(2) ハワイと日本の距離の変化のグラフを判読し，プレートの運動について考察することができる。
(3) プレートの分布と運動について関心をもち，意欲的に学習しようとしている。
・プレートの境界の特徴について学習する。
(1) 3種類のプレートの境界の特徴を理解し，知識を身に付けている。
(2) プレートの境界で形成される大地形について，プレートの運動との関連を考察することができる。
(3) プレートの境界について関心をもち，意欲的に学習しようとしている。
・断層の形式と褶曲について学習する。
(1) 断層の種類や褶曲について，形成される条件などの特徴を理解し，知識を身に付けている。
(2) 地殻変動について，プレートの運動に関連させて考察することができる。
(3) 地層モデルを用いた実験を通して，断層が形成される状況について考察することができる。
(4) 断層の形式と褶曲について関心をもち，地殻の変動のようすを解明する方法を意欲的に習得しようとしてい
る。
・変成作用と変成岩について学習する。
(1) 広域変成作用と接触変成作用の違いを理解し，知識を身に付けている。
(2) 変成作用と変成岩について関心をもち，プレートの運動と関連させて，意欲的に学習しようとしている。
・大地形の形成とプレートテクトニクスについて学習する。
(1) 造山帯の形成，大陸地殻の形成・成長の過程を理解し，知識を身に付けている。
(2) プレートテクトニクスという概念を理解し，地殻の変動について，プレートの運動によって説明することがで
きる。
(3) 大地形の形成とプレートテクトニクスについて関心をもち，地殻変動とプレートの運動との関係について意欲
的に学習しようとしている。

○ ○ ○ 4

・地震の発生と分布の特徴について学習する。
・地震波や震源の決定方法について学習する。
・日本付近で発生する地震の分布と種類について学習する。
・世界および日本の火山の分布について学習する。
・火山の形成について学習する。
・火山噴出物と火山の噴火について学習する。
・火山の形について学習する。
・火成岩の産状と組織，火山岩と深成岩の違いについて学習する。
・火成岩のおもな造岩鉱物の特徴を学習し，火成岩の分類について理解す
る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○

○ ○ ○

○

8

定期考査 ○

第２章　地球の活動
第１節　地震
1.地震の発生と分布
2.地震波の伝わり方
3．日本付近で発生する地震①
4．日本付近で発生する地震②
第２節　火山活動
1.火山の分布
2.火山の形成とマグマ
3.火山の噴火
4.火山の地形
5.火成岩の形成
6.火成岩の種類

・地震の発生と分布の特徴について学習する。
(1) 地震の発生と分布の特徴について理解し，知識を身に付けている。
(2) 世界の地震分布に関する資料を判読し，地震の分布の特徴を，地下のプレートと関連させて見いだすことがで
きる。
(3) 地震の発生と分布の特徴に関心をもち，地震のおこるしくみについてプレートの運動と関連させて，意欲的に
探究しようとしている。
・地震波や震源の決定方法について学習する。
(1) 地震波や大森公式について理解し，知識を身に付けている。
(2) 大森公式を利用して，初期微動継続時間から震源距離を求めることができる。
(3) 地震波や大森公式に関心をもち，地震のおこるしくみについて意欲的に探究しようとしている。
・日本付近で発生する地震の分布と種類について学習する。
(1) 日本付近の地震の分布と種類を理解し，知識を身に付けている。
(2) 日本付近の地震分布に関する資料を用いた実習を通して，地震の分布と地下のプレートとの関連を考察するこ
とができる。
(3) 南海地震前後の室戸岬の変動を示すグラフから，地震のおこるしくみ，地震の種類について，地下のプレート
と関連させて考察することができる。
(4) 日本付近で発生する地震の分布と種類に関心をもち，地震のおこるしくみについて意欲的に探究しようとして
いる。
・世界および日本の火山の分布について学習する。
(1) 世界の火山分布と日本の火山分布の資料から，マグマの発生する場所について，地下のプレートと関連させて
考察することができる。
(2) 世界および日本の火山の分布に関心をもち，火山活動について意欲的に学習しようとしている。
・火山の形成について学習する。
(1) 火山の形成過程について，地下のプレートと関連させて理解し，知識を身に付けている。
(2) 火山の形成に関心をもち，火山活動について意欲的に学習しようとしている。
・火山噴出物と火山の噴火について学習する。
(1) 噴火のしくみ，火山噴出物の種類，噴火の様式とマグマの性質の関係について理解し，知識を身に付けてい
る。
(2) 肉眼および双眼実体顕微鏡による火山灰の観察から，もととなったマグマの性質を考察することができる。
(3) 火山噴出物と火山の噴火に関心をもち，火山活動について意欲的に学習しようとしている。
・火山の形について学習する。
(1) 火山の形の特徴とマグマの性質との関係を理解し，知識を身に付けている。
(2) マグマの性質と噴火の様式や火山の形を示す表から，実際の火山について，その形とマグマの性質の関連を考
察することができる。
(3) 火山の形に関心をもち，火山活動について意欲的に探究しようとしている。
・火成岩の産状と組織，火山岩と深成岩の違いについて学習する。
(1) 火成岩は，産状によって鉱物の形や組織が異なることを理解し，知識を身に付けている。
(2) 火成岩の組織の観察から，鉱物の形の特徴を見いだすことができ，火山岩や深成岩に分類できる。
(3) 火成岩の産状，火山岩と深成岩の違いに関心をもち，火成岩のなりたちを意欲的に学習しようとしている。
・火成岩のおもな造岩鉱物の特徴を学習し，火成岩の分類について理解する。
(1) 火成岩のおもな造岩鉱物，火成岩の分類，偏光顕微鏡による造岩鉱物の特徴を理解し，知識を身に付けてい
る。
(2) 火成岩の組織と，岩石中に含まれる造岩鉱物の量をもとにして，岩石名を判断することができる。
(3) 火成岩のおもな造岩鉱物の特徴，火成岩の分類に関心をもち，火成岩のなりたちを意欲的に学習しようとして

・宇宙の探究の歴史について学習する。
・宇宙の始まり，銀河系の構造について学習する。
・太陽の誕生過程やエネルギー源について学習する。
・太陽の表面や外層における活動について学習する。
・太陽系の構造と誕生過程について学習する。
・太陽系の小天体の特徴について学習する。
・太陽系の惑星の特徴について学習し，その違いの要因を理解する。
・地球に生命が存在する理由について学習する。
・原始地球の誕生過程や原始地球の進化について理解する。

第４章　宇宙と地球
第１節　宇宙と太陽の誕生
1.宇宙の探究
2.宇宙の始まり①
3.宇宙の始まり②
4.太陽の誕生
5.太陽の活動
第４章　宇宙と地球
第２節　太陽系と地球の誕生
1.太陽系の構造
2.太陽系の誕生①
3.太陽系の誕生②
4.太陽系の惑星
5.生命の惑星・地球

・宇宙の探究の歴史について学習する。
(1) 宇宙の探究の歴史について理解し，知識を身に付けている。
(2) 宇宙の探究の歴史に関心をもち，宇宙の構造やその誕生過程について意欲的に探究しようとしている。
・宇宙の始まり，銀河系の構造について学習する。
(1) 宇宙の始まり，銀河系の構造について理解し，知識を身に付けている。
(2) 星団の観察を通して，星団の位置を確認し，恒星や銀河について理解を深めることができる。
(3) ビッグバン，元素の誕生や宇宙の晴れ上がり，恒星・銀河に関心をもち，宇宙の始まりについて意欲的に探究
しようとしている。
・太陽の誕生過程やエネルギー源について学習する。
(1) 太陽の誕生過程やエネルギー源，現在の太陽について理解し，知識を身に付けている。
(2) 太陽系の中心に位置し，地球から最も近い距離にある恒星である太陽に関心をもち，地球上にさまざまに影響
を与える太陽のエネルギーについて意欲的に学習しようとしている。
・太陽の表面や外層における活動について学習する。
(1) 太陽の表面や外層における活動について理解し，知識を身に付けている。
(2) 太陽の黒点の観察を通して，太陽の活動について理解を深めることができる。
(3) 太陽系の中心に位置し，地球から最も近い距離にある恒星である太陽に関心をもち，地球上にさまざまに影響
を与える太陽の活動を意欲的に学習しようとしている。
・太陽系の構造と誕生過程について学習する。
(1) 太陽系の構造と誕生過程，地球型惑星と木星型惑星の違いを理解し，知識を身に付けている。
(2) 太陽系の形成時の位置や質量などの違いによって，地球型惑星と木星型惑星の内部構造が違うことを考察でき
る。
(3) 太陽系を構成する天体やその誕生過程に関心をもち，太陽系の成り立ちについて意欲的に学習しようとしてい
る。
・太陽系の小天体の特徴について学習する。
(1) 太陽系の小惑星の特徴を理解し，知識を身に付けている。
(2) 木星の衛星の観察を通して，衛星が木星の周りを公転していることを確認できる。
(3) 太陽系の小天体に関心をもち，その起源や形成過程について意欲的に学習しようとしている。
・太陽系の惑星の特徴について学習し，その違いの要因を理解する。
(1) 地球型惑星と木星型惑星の特徴を理解し，知識を身に付けている。
(2) それぞれの惑星の環境の違いから，その違いの要因について考察することができる。
(3) 太陽系の惑星に関心をもち，惑星の環境を変化させる要因について意欲的に学習しようとしている。
・地球に生命が存在する理由について学習する。
・原始地球の誕生過程や原始地球の進化について理解する。
(1) 生命が誕生する条件，原始地球の誕生過程や原始地球の進化から地球に生命が存在する理由について理解し，
知識を身に付けている。
(2) 地球に生命が存在する理由に関心をもち，原始地球の誕生過程や進化について意欲的に学習しようとしてい
る。

・大気の組成と圧力，大気圏の構造について学習する。
・大気中の水の変化について学習し，対流圏でおこる現象を理解する。
・太陽放射と地球放射について理解する。
・大気のエネルギー収支を理解し，大気の温室効果について考察する。
・緯度ごとのエネルギー収支を学習し，地球における南北の熱の輸送につ
いて理解する。
・風が吹くしくみについて理解する。
・地球規模の大気の大循環について学習する。
・海水の組成と温度について学習し，海洋の層構造を理解する。
・海洋表層の循環と深層に及ぶ循環について学習する。
・エルニーニョ現象とラニーニャ現象について理解する。

第３章　大気と海洋
第１節　地球のエネルギー収支
1.大気の構成と特徴①
2.大気の構成と特徴②
3.対流圏における水の変化
4.太陽放射と地球放射
5.地球を出入りするエネルギー
第３章　大気と海洋
第２節　大気と海水の運動
1.エネルギー収支の緯度分布
2.風
3.大気の大循環①
4.大気の大循環②
5.海洋の構造
6.海洋の大循環
7.エルニーニョ現象とラニーニャ
現象

・大気の組成と圧力，大気圏の構造について学習する。
(1) 大気の組成と圧力，大気圏の構造について理解し，知識を身に付けている。
(2) 高度別の気温のデータから，グラフを作成し，大気圏が高度による気温の変化にもとづいて区分されているこ
とを確認することができる。
(3) 大気の組成，大気の圧力，大気圏の構造，オゾン層に関心をもち，各種の気象情報を積極的に日常生活に利用
しようとしている。
・大気中の水の変化について学習し，対流圏でおこる現象を理解する。
(1) 大気中の水の変化と，大気に含まれる水蒸気量と温度の関係を理解し，知識を身に付けている。
(2) 飽和水蒸気圧と温度との関係を示すグラフから，相対湿度を計算によって求めることができる。
(3) 大気中の水の変化，雲の発生，降水のしくみについて関心をもち，天気の移り変わりのしくみを意欲的に学習
しようとしている。
・太陽放射と地球放射について理解する。
(1) 太陽放射，太陽定数，地球放射を理解し，知識を身に付けている。
(2) 太陽放射と地球放射の波長とエネルギーのグラフから，太陽放射と地球放射の違いを確認できる。
(3) 太陽放射と地球放射に関心をもち，太陽エネルギーの働きについて意欲的に学習しようとしている。
・大気のエネルギー収支を理解し，大気の温室効果について考察する。
(1) 大気のエネルギー収支，温室効果，放射冷却を理解し，知識を身に付けている。
(2) 大気のエネルギー収支の図において，地球のエネルギー収支の平衡を数値で確認することができる。
(3) 大気のエネルギー収支に関心をもち，温室効果のはたらきについて意欲的に学習しようとしている。

○ ○

定期考査

1・２・３

○ ○
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合計

○

・自然エネルギーの利用や日本の資源について学習する。
・日本付近の気団や日本の天気の特徴について学習する。
・日本の気象災害や土砂災害とその対策について学習する。
・日本の地震災害とその対策について学習する。
・日本の火山災害とその対策について学習する。

○ 4

・先カンブリア時代から新生代第四紀までの地球と生物の変遷について学
習する。

・先カンブリア時代から新生代第四紀までの地球と生物の変遷について学習する。
(1) 先カンブリア時代から新生代第四紀までの，地球と生物の変遷を理解し，知識を身に付けている。
(2) 地球の酸素濃度や二酸化炭素濃度のグラフから，当時の環境や，生物の進化・絶滅について考察することがで
きる。
(3) 海水面の変化を示すグラフを判読し，氷期・間氷期の繰り返しと，海水面の下降・上昇の変化との関係を確認
することができる。
(4) 地質時代カレンダーの作成を通して，地学的なタイムスケールを身に付けることができる。
(5) 地質時代における生物界の移り変わりのようすに関心をもち，地球の生い立ちを意欲的に探究しようとしてい
る。

○ ○ ○

第６章　地球の環境
第２節　日本の自然環境
1．自然の恩恵
2．季節の変化
3.気象災害①
4.気象災害②
5.地震災害
6.地震による被害の軽減
7.火山災害と防災

・自然エネルギーの利用や日本の資源について学習する。
(1) 自然エネルギーや日本の資源について理解し，知識を身に付けている。
(2) 自然の恩恵について関心をもち，資源としての利用方法を意欲的に学習しようとしている。
・日本付近の気団や日本の天気の特徴について学習する。
(1) 日本付近の気団や四季の天気の移り変わりを理解し，知識を身に付けている。
(2) 衛星画像と天気図から，日本の特徴的な天気を判読することができる。
(3) 気団に関心をもち，四季の天気の移り変わりを意欲的に学習しようとしている。

・日本の気象災害や土砂災害とその対策について学習する。
(1) 日本の気象災害や土砂災害について理解し，その対策などの知識を身に付けている。
(2) 気象観測のデータをもとにして，身近な地域での気象災害を予測することができる。
(3) 日本の気象災害や土砂災害について関心をもち，それらの対策について意欲的に学習しようとしている。
・日本の地震災害とその対策について学習する。
(1) 地震や津波による被害から，その対策について理解し，知識を身に付けている。
(2) 地震や津波による被害について関心をもち，その対策について意欲的に学習しようとしている。
・日本の火山災害とその対策について学習する。
(1) 火山災害とその対策について理解し，知識を身に付けている。
(2) 火山噴火の際に発生する災害について，ハザードマップから判読することができる。
(3) 火山の災害について関心をもち，災害の種類やその防災について意欲的に学習しようとしている。

○ ○ ○

70

第６章　地球の環境
第１節　地球環境の科学
1.気候変動
2地球温暖化による変化
3．オゾン層の変化
2.地層の重なりと広がり
3.堆積岩
4.化石と地質時代①
5.化石と地質時代②
第５章　生物の変遷と地球環境
第２節　地球と生物の変遷
1.先カンブリア時代①
2.先カンブリア時代②
3.古生代①
4.古生代②
5.中生代
6.新生代①
7.新生代②

後

期

・気候変動，地球温暖化について学習する。
・オゾン層の変化について学習する。

第５章　生物の変遷と地球環境
第２節　地球と生物の変遷
1.先カンブリア時代①
2.先カンブリア時代②
3.古生代①
4.古生代②
5.中生代
6.新生代①
7.新生代②

・気候変動，地球温暖化について学習する。
(1) 気候変動や地球温暖化の原因，地域による影響の違いを理解し，知識を身に付けている。
(2) 世界の平均気温のデータから作成したグラフなど，地球温暖化に関する資料を判読し，地球温暖化の原因や，
影響を考察することができる。
(3) 地球の気候変動と環境への影響や人間活動との関わりに関心をもち，意欲的に学習しようとしている。
・オゾン層の変化について学習する。
(1) オゾン層の変化から，オゾン層と人間活動の関わりについて理解し，知識を身に付けている。
(2) オゾン層に関心をもち，オゾン層の変化について意欲的に学習しようとしている。

○ ○

・風化と河川の働きについて学習する。
・整合と不整合，地層の対比，堆積構造について学習する。
・堆積岩の形成，堆積岩の種類について学習する。
・さまざまな化石のでき方，示相化石と示準化石，相対年代と数値年代に
ついて学習する。
・地質時代の区分について学習する。

第５章　生物の変遷と地球環境
第１節　地層と化石
1.地層の形成
2.地層の重なりと広がり
3.堆積岩
4.化石と地質時代①
5.化石と地質時代②

・風化と河川の働きについて学習する。
(1) 風化のしくみや河川の働きから，地層の形成について理解し，知識を身に付けている。
(2) 風化と河川の働きに関心をもち，地層の形成過程について意欲的に探究しようとしている。
・整合と不整合，地層の対比，堆積構造について学習する。
(1) 整合と不整合，地層の対比，堆積構造について理解し，知識を身に付けている。
(2) 地層の重なりや堆積構造などから，過去の変動のようすや堆積環境を調べる方法を意欲的に習得しようとして
いる。
・堆積岩の形成，堆積岩の種類について学習する。
(1) 堆積岩の形成，堆積岩の種類を理解し，知識を身に付けている。
(2) 堆積岩の観察を通して，堆積物から堆積岩の種類を判別することができる。
(3) 堆積岩の形成に関心をもち，堆積環境を調べる方法を意欲的に習得しようとしている。
・さまざまな化石のでき方，示相化石と示準化石，相対年代と数値年代について学習する。
(1) さまざまな化石のでき方，示相化石と示準化石，相対年代と数値年代の違いについて理解し，知識を身に付け
ている。
(2) さまざまな化石のでき方，示相化石と示準化石について関心をもち，地質時代のできごとを解明する方法を意
欲的に習得しようとしている。
・地質時代の区分について学習する。
(1) 地質時代の区分について理解し，知識を身に付けている。
(2) 化石による地質時代の区分を行う実験を通して，生物の変遷と地質時代の区分の関係を確認することができ
る。
(3) 地質時代の区分について関心をもち，地質時代のできごとを解明する方法を意欲的に習得しようとしている。

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 学年

教科担当者：

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を身に付けている。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を
身に付けている。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 物理基礎
理科 物理基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日常生活や社会との関連を図りながら，物体の運動と様々なエ
ネルギーについて理解するとともに，科学的に探究するために
必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるよう
にする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

高等学校 新物理基礎 (第一学習社)

理科

物理基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○

配当
時数

前
期

・ 物理量，数値，数式のそれぞれの表し方を理
解する。
・ 誤差と有効数字を理解し，測定値の計算に取
り組む。

序章　物理量の測定と扱い方 【知識及び技能】
　(1) 物理量の定義を理解し，さまざまな数値を10の累乗の形で表すことができる。
(2) 有効数字の意味を理解し，測定値の計算ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
(3) 誤差が生じる原因を理解し，有効数字の桁数を考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
(4) 物理の基礎となる物理量の表し方や誤差と有効数字について，意欲的に学習しようとする。

○ ○ ○ 4

・ 物体の変位や速度などの表し方について，直
線運動を中心に理解する。
・ 直線上を運動している物体の合成速度や相対
速度を考えることができる。
・ 物体の加速度を理解し，等加速度直線運動に
ついて式やグラフで考えることができる。
・ 物体が空中を落下するときの運動を調べ，そ
の特徴を理解する。
・ 自由落下や鉛直投射について，式やグラフを
用いて考えることができる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

・ 物体にさまざまな力がはたらくことを理解す
る。
・ 物体にはたらく力の合成・分解をベクトルを
用いて扱い，つりあいについて理解を深める。
・ 作用・反作用の法則を扱い，つりあう2力との
違いを理解する。
・ 運動の3法則について，観察や実験を通して理
解する。
・ 運動方程式の立て方について学習し，さまざ
まな運動状態における運動方程式の立て方を理解
する。
・ 摩擦力の特徴を理解し，それを含めた運動に
ついて理解する。
・ 水圧と浮力の関係について理解する。

・ 仕事，仕事の原理，仕事率を学習し，物理に
おける｢仕事｣について理解する。
・ 運動エネルギーと仕事の関係について，式を
用いて理解する。
・ 位置エネルギー，保存力を学習し，仕事と関
連づけてそれぞれを理解する。
・ 力学的エネルギーの保存について実験などを
通して学習し，法則が成り立つ条件とともに理解
する。

定期考査 ○

【知識・技能】
(1) 変位，速度，加速度の基本的な物理量の定義を理解し，それぞれを式で表すことができる。
(2) 速度の合成や，相対速度に関する現象を観察し，それぞれを式で表すことができる。
(3) 等加速度直線運動の特徴を踏まえ，関係式を導くことができる。
(4) 記録タイマーの使い方を理解し，得られた打点結果から加速度を求めることができる。
(5) 落下する物体の運動は，鉛直下向きの加速度をもつ等加速度運動であることを理解する。
【思考・判断・表現】
(6) x－tグラフやv－tグラフから，物体の位置や速度を的確に読み取ることができる。
(7) 変位，速度，加速度の違いを理解し，それぞれの関係を式で表し，求めることができる。
(8) 物体の位置と時間などの関係をもとに，x－tグラフやv－tグラフ，a－tを描くことができる。
(9) 変位，速度，加速度を用いて，さまざまな物体の運動を説明することができる。
(10) 落下運動の特徴を理解し，式やグラフを用いて表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
(11) 身のまわりの物体の運動に関心を示し，位置や変位，速度を理解しようとする。
(12) 速度が変化する日常での事象について意欲的に考え，加速度とはどのような物理量であるかを考
察しようとする。

○

第3節　仕事と力学的エネルギー
①仕事と仕事率
②運動エネルギー
③位置エネルギー
④力学的エネルギー
探究4　動摩擦力がする仕事と動摩
擦係数

【知識・技能】
(1) 物理における仕事，仕事率を計算することができる。
(2) 運動エネルギーの大きさを計算し，物体がされた仕事との関係についても式を用いて計算でき
る。
(3) 位置エネルギーを計算することができる。
(4) 保存力の特徴を学習し，位置エネルギーとの関係について理解する。
(5) 力学的エネルギー保存の法則を導くことができ，式を立てることができる。
【思考・判断・表現】
(6) 物理における仕事の特徴を理解し，さまざまな力がする仕事を考えることができる。
(7) 運動エネルギーを仕事と関連づけて理解し，両者の関係を説明することができる。
(8) さまざまな状態における物体の位置エネルギーを考えることができる。
(9) 種々の物体の運動について，力学的エネルギー保存の法則を適用することができる。
(10) 力学的エネルギーが保存されない場合の運動も，式を用いて考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
(11) 日常における仕事との違いに留意し，物理における仕事について理解しようとする。
(12) 中学校の学習内容を振り返り，運動エネルギー，位置エネルギーについて意欲的に考えようとす
る。
(13) 運動エネルギーと位置エネルギーの両者から，エネルギーについて成り立つ関係を主体的に導出
しようとする。
(14) 力学的エネルギー保存の法則に関連させ，振り子の速さの測定などの実験に積極的に取り組んで
いる。

○ ○ ○

○

8

○

第Ⅰ章　運動とエネルギー
第1節　物体の運動
①速度
探究1　歩行運動の解析
②加速度
探究2　加速度運動とグラフ
③落下運動
探究3　重力加速度の測定

○ 8

6

１・２・３

第2節　力と運動の法則
①さまざまな力
②力の合成・分解とつりあい
③運動の3法則
④運動方程式の利用
⑤摩擦力を受ける運動
⑥液体や気体から受ける力

【知識・技能】
(1) 力の表し方とともに，さまざまな力のはたらき方を理解する。
(2) 質量と重さの違いを理解し，重力，弾性力を計算することができる。
(3) 力の合成・分解を踏まえ，力のつりあいを考えることができる。
(4) ばねばかりを用いて，はたらく力の大きさを測定できる。
(5) 作用・反作用とつりあう2力とを区別することができる。
(6) さまざまな運動状態における物体について，運動方程式を立てることができる。
(7) 摩擦力や空気抵抗を含めた運動について，運動方程式を立てて考察することができる。
【思考・判断・表現】
(10) さまざまな状態にある物体について，はたらく力を図示することができる。
(11) 実験データを分析しながら，力と加速度の関係，質量と加速度の関係を考えることができる。
(12) 運動方程式を用いて，物体がどのような運動をするかを考察できる。
(13) 浮力が生じるしくみを理解し，水中で物体が受ける力を的確に図示することができる。
(14) 日常での経験と照らし合わせて力のはたらきを観察し，物理学的に理解しようとする。
【主体的に学習に取り組む態度】
(15) 力のつりあいや作用・反作用の法則を確認する実験などに意欲的に取り組んでいる。
(16) 力と質量と加速度の間にどのような関係があるかを予想し，主体的に実験に取り組んでいる。
(17) 摩擦力や浮力など，さまざまな力を含めた物体の運動について，物理学的に理解しようとしてい
る。

○ ○

定期考査

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けている。 自然の事物・現象の中に問題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを
行い，科学的に探究する力を身に付けている。 自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を身に付けている。

自然の事物・現象の中に問題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行い，科学的に探究する力を身に付けている。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を身に付けている。

○



後
期

・ 物理学が，日常生活や社会を支えている科学
技術と結びついていることを理解する。

○ 4

・ 正弦波と波，振幅，波長，周期，振動数，媒
質の振動など，波の要素について学習する。
・ y－xグラフ，y－tグラフのそれぞれの特徴に
ついて理解する。
・ 横波，縦波の特徴や，波のエネルギーについ
て理解する。
・ 波動実験器を用いた観察などを通して，重ね
あわせの原理と波の独立性について理解する。
・ 重なりあった波の作図などを通して，定常波
が生じるしくみを理解する。
・ パルス波の反射，正弦波の反射について，反
射の仕方，反射波と合成波の作図の仕方を理解す
る。
・ 音波の伝わり方を学習し，空気中における音
速と温度の関係を理解する。
・ 音の3要素(音の高さ，大きさ，音色)につい
て，音波の波形の特徴を理解する。
・ 身近な現象と関連させ，音の反射について理
解する。
・ うなりが生じるしくみを理解し，うなりの回
数を計算することができる。
・ 弦に生じる振動の特徴を学習し，波の波長，
振動数の関係を式を用いて理解する。
・ 気柱に生じる振動の特徴を学習し，波の波
長，振動数の関係を式を用いて理解する。
・ 振り子やおんさを例に，共振，共鳴について
理解する。

第Ⅲ章　波動
第1節　波の性質
①波の表し方と波の要素
②波の重ねあわせと反射
第2節　音波
①音波の性質
②物体の振動
探究6　弦の固有振動
探究7　気柱の共鳴

(1) 水面に浮かぶ木の葉などの例をもとに，波と媒質について理解する。
(2) 波動実験用のばねによる観察などを通して，波の伝わり方を理解する。
(3) 単振動と等速円運動の関係を学習し，波の速さや振動数，波長など，基本的な波に関する物理量
について理解する。
(4) 横波と縦波の定義を理解する。
(5) 2つの波が重なりあったときの作図ができる。
(6) 定常波ができる条件を理解している。
(7) 反射の仕方を理解し，反射波の作図をすることができる。
(8) さまざまな種類の波について，波源や媒質が何かを考察できる。
(9) 波源の振動の仕方によってどのような波形の波ができるのかを表すことができる。
(10) y－xグラフ，y－tグラフの違いを理解し，一方のグラフからもう一方のグラフを描くことができ
る。
(11) 横波，縦波の違いを理解し，縦波を横波のように表示できる。
(12) 波の重ねあわせ，波の独立性を踏まえ，2つの波によって生じる波形を表現することができる。
(13) 定常波の特徴を踏まえ，進行波の波長や腹，節の位置などを求めることができる。
(14) 自由端，固定端のそれぞれにおいて，正弦波の反射によって定常波が生じることを説明できる。
(15) 身のまわりには，さまざまな種類の波があることを理解しようとする。
(16) ばねを伝わる波や波動実験器などの実験で，波が伝わるようすを意欲的に観察しようとする。
(17) y－xグラフ，y－tグラフを自らの力で描こうと努力している。
(18) 横波，縦波の違いを理解し，縦波をどのようにグラフに表せるかを考えている。
(19) 波動実験器などを用いた実験において，波が重なるようすや通り過ぎるようすをよく観察し，ど
のような性質があるかを考察している。
(20) 自由端，固定端での反射の仕方を，観察などを通して物理学的に説明しようとする。
(1) 音波が疎密波であることを理解し，空気中における音速と温度の関係を式で表すことができる。
(2) オシロスコープで表示した音波の波形を比較し，音の振動数，大きさを比べることができる。
(3) うなりとは何かを理解し，その観測から回数を測定することができる。
(4) 弦に生じる定常波の波長や振動数を式で計算することができる。
(5) 気柱が振動するときの定常波の波長や振動数を式で計算することができる。
(6) 共振，共鳴がおこるしくみを理解する。
(7) 音の高さ，大きさなどが，音波の波形の何で表されるかを理解する。
(8) 振動数が既知のおんさと未知のおんさによるうなりの観測から，未知の振動数を求めることがで
きる。
(9) 弦の振動における波長や振動数の関係を式で導くことができる。
(10) たこ糸を用いた弦の固有振動に関する探究などを通じて，弦の固有振動数が張力と線密度とどの
ような関係にあるのかを考察できる。
(11) 閉管と開管の違いを理解し，固有振動で生じる波長と振動数の関係を式で導くことができる。
(12) 共鳴箱の長さが特定の値であることを理解する。
(13) 気柱共鳴装置を用いた探究などを通じて，おんさの振動数を測定することができる。
(14) 身のまわりの事象や現象と結びつけ，音の伝わるようすや音が波であることの特徴を理解しよう
とする。
(15) うなりの観測を通じて，うなりが生じるしくみを主体的に理解しようとする。
(16) ギターやトランペットなど，楽器から出る音のしくみなどに関心をもち，意欲的に学習に取り組
んでいる。
(17) 弦の固有振動の探究など，積極的に実験活動に取り組んでいる。
(18) 気柱共鳴装置を用いた探究など，積極的に実験活動に取り組んでいる。

○ ○ ○ 16

終章　物理学が拓く世界 (1) 身のまわりのさまざまなもの(橋・自動車・ICカードなど)が，物理と密接に関わっていることを
理解する。
(2) 身のまわりのものについて，物理学的にそのしくみなどを考察することができる。
(3) さまざまな事物，現象に関心をもち，物理学と結びつけて考えようとする。 ○ ○ ○

12

合計

70

○ 12

・ 太陽エネルギーと化石燃料の特徴について学
習し，エネルギーの流れや問題点などを理解す
る。
・ 放射線の種類とその性質を学習し，原子力発
電についてのメリットとデメリットを知る。

第3節　エネルギーとその利用
①太陽エネルギーと化石燃料
②原子力エネルギー
　探究9　放射線の性質

(1) 太陽エネルギーや化石燃料を用いた発電方法について理解する。
(2) 放射線の実体が何かを理解し，人体への影響や利用について知る。
(3) 原子力発電の基本的なしくみを理解し，どのような課題があるかを知る。
(4) 電気エネルギーへの変換を中心として，利用しているエネルギー資源について調べることができ
る。
(5) 放射線測定器を用いた実験結果から，放射線の性質を考察できる。
(6) 原子力発電のメリット，デメリットを説明することができる。
(7) 日常生活と深く関わる電気エネルギーが，どのようにつくられているのかに関心を示している。
(8) 放射線や原子力の利用について，意欲的に学習しようとする。

○ ○

・ 熱運動，セルシウス温度，絶対温度を学習
し，温度について理解する。
・ 熱と熱量を学習したのち，熱平衡，比熱，熱
容量，熱量の保存，潜熱について理解する。
・ 熱量の保存を利用し，物質の比熱を測定す
る。
・ 熱と仕事が同等であることを学習し，内部エ
ネルギー，熱力学の第1法則を理解する。
・ 熱機関と熱効率を学習し，可逆変化と不可逆
変化について理解する。
・ さまざまなエネルギーの移り変わりを学習し
たのち，エネルギーの保存について理解する。

第Ⅱ章　熱
第1節　熱とエネルギー
①熱と温度
　探究5　比熱の測定
②エネルギーの変換と保存

【知識・技能】
(1) 熱運動と温度との関係を理解する。
(2) セルシウス温度と絶対温度の関係を式を用いて理解する。
(3) 熱容量と比熱の関係を学習し，熱量の保存についての式を立てることができる。
(4) 熱量計などを利用する熱量の保存に関する実験について，誤差を小さくするための正しい実験操
作を実行できる。
(5) 物質の各状態における熱運動のようすを理解し，潜熱を計算することができる。
(6) 熱力学の第1法則を用いて，内部エネルギーの変化，外部とやりとりする仕事，熱を計算すること
ができる。
(7) 熱機関のしくみを学び，熱効率を計算することができる。
(8) エネルギー保存の法則が常に成り立つことを理解する。
(9) セルシウス温度と絶対温度の違いを理解し，説明することができる。
(10) 温度の異なる物体を接触させたときに，熱がどちら向きに移動するかを考えることができる。
【思考・判断・表現】
(11) 比熱と熱容量の違いを理解し，熱量の保存を利用して比熱などの測定をすることができる。
(12) 水を加熱していくときの，物質の状態と構成粒子の熱運動の関係について説明することができ
る。
(13) 小型ポットを振ったときなどの，熱と仕事の関係について考察することができる。
(14) 圧縮発火器を用いた実験において，脱脂綿が発火する理由を説明できる。
(15) 熱機関の基本的なしくみを理解し，その特徴を説明することができる。
(16) エネルギーの利用例について，日常のさまざまな事象や現象と結びつけて理解している。
(17) 日常でよく使われる温度と絶対温度との違いを認識し，温度と熱との関係を主体的に考えようと
する。
【主体的に学習に取り組む態度】
(18) 熱量の保存を利用した比熱の測定実験において，精度の高い結果を得るために自ら考え，意欲的
に取り組んでいる。
(19) 熱と仕事の関係について，日常における現象と結びつけて考えようとする。
(20) 熱力学の第1法則の意味を理解し，脱脂綿の発火など，具体的な現象に適用して考察しようとす
る。
(21) エネルギーとその移り変わりについて，日常での利用例と関連させて理解しようとする。

○ ○


